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●日頃の防災教育が実を結ぶ
平成２３年３月１１日に発生した東日本大震
災大津波で被災した宮城県釜石市にある釜
石東中学校では、避難訓練を年３回、応急
手当てや防災マップ作成等の防災教育を毎
週１時間おこなっていました。
また、過去の津波を体験した地域の方を
招いて講演会をおこなったり、避難時に避
難先を書いて掲示する「安否札」を生徒が発
案し、地域の高齢者に配布したりと日頃から
地域と一体となった防災訓練に取り組んでい
ました。
このような取り組みをおこなっていた結果、
未曾有の大災害に遭遇しながらも津波によ
る犠牲者を出すことなく、中学校からの避難
に成功しました。
このことは、日頃の防災訓練の成果で
あったといえます。まさに「継続は力なり」の
言葉通りの結果でした。
●地域と学校の協同防災訓練
灘区では１月１７日の「市民防災の日」に合

わせ、各防災福祉コミュニティが校区内の
小学校と、協同で防災訓練をおこなうといっ
た取り組みが多く見られました。
その中で、原田防災福祉コミュニティ及び

上野防災福祉コミュニティが連携し、福住
小学校と協同でおこなった訓練を紹介しま
す。これは、地震を想定した避難訓練や水
消火器取り扱い訓練、バケツリレー、小型
動力ポンプ放水体験、煙体験ハウス、担架
搬送訓練などの多種多様な訓練を児童たち
の学年にあわせておこなうといったものでし
た。
防災福祉コミュニティや消防団員が中心と

なって指導し、子どもたちも友達と協力して
真剣に訓練をおこなっていました。
防災福祉コミュニティの方も、子どもたちを

対象に防災訓練をする機会が少ないからか、
指導の際にも一層熱がこもっていました。
また、訓練当日が参観日と重なっていたこ

ともあり多数の保護者が見学に訪れ、一緒
に訓練をされている熱心な方もいました。
今回のように地域と学校が協同で防災教

育や防災訓練に取り組むことは、子どもたち
が災害の被害に遭わない街づくりをおこなう
ためにも、非常に重要です。
どのような災害が襲ってきても負けない街を
つくるために、このような地域と連携した防
災訓練を継続しておこなっていきましょう。

（灘消防署　寺岡篤史）
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交流・共生を目指すまち
西区は、農村部の緑豊かな自然に加え、
魅力的な歴史・文化遺産を数多く有し、「交
流・共生」をキーワードにまちづくりを進めてい
ます。
ここでは、私たちの地元櫨谷町にある国
指定重要文化財の如意寺をご紹介します。
如意寺の文化財
如意寺は、神戸市西区櫨谷町谷口にあ

り、大化元年（645年）法道仙人が櫨の木
に刻んだ地蔵菩薩と毘沙門天を祀ったのが
起源とされています。天台宗の仏教寺院で、
山号は比金山です。

本堂は老朽化のため解体され、礎石をと
どめるのみですが、阿弥陀堂（鎌倉時代）・
三重塔（南北朝時代）・文殊堂（室町時代）
の3棟が残り、ともに国の重要文化財指定
を受けています。
また、山門内には鎌倉時代の作とされる
塑像の金剛力士（仁王）像2体（阿形・吽形）
が安置してあり、これらは兵庫県の文化財指
定を受けています。
貴重な歴史・文化遺産を守るために
私たち櫨谷支団は、櫨谷町のほか西神南

住宅団地なども管轄する、西消防団の中で
一番小さな支団（4分団10班145人）です。
文化財防火デーの消防訓練などを通じて地

域との連携を強め、貴重な歴史・文化遺産を
災害から守り、次の世代に伝えていきます。

地域と連携し地元の文化と歴史を守っています！
西消防団櫨谷支団長

高尾　淳

金剛力士像・阿形如意寺でおこなわれた消防訓練
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